



































































































































































「トワレシ(火で燃やす供物)J rイナノレ(祖先崇拝における女性の禁忌)J rジュゲリ j を
中心に論が進められている。 .rオンゴン」には(1)守護霊並びにその偶像、 (2)葬地、 (3)ト
ーテム、 (4)神聖または聖なるもの、ーの4つの基本的な意味があるが、その意味の変化を、
歴史文献の面から探り、いつ頃からその意味で使われるようになったかを明らかにしてい
る。「トゥレシJに関しては漢族と違ってモンゴル族は飲食物も燃やすことが論じられ、「イ
ナノレj に関しては女性禁忌の原因を女性の匂いに求めるロット=ファルクの説を退け、女
性を保護することにあるというウノ・ハルヴァの説を補強する根拠が詳細に論じられてい
る。さらに、従来、一種の祭把という程度の認識しかされていなかった「ジュゲリ j につ
いてその言語学的分析にも注意を払い検討を加え、対象並びに供物についての考察が進め
られている。
埋葬の形式における風葬の地域と土葬し盛り土を行う地域との違いが遊牧と農耕の地域
の違いに対応し、後者が漢族の影響によるものであることを、単に地理的な観点からのみ
ならず歴史的な観点からも論じである点に説得力がある。
本論文の終章では日本の祖先崇拝、祖先供養との比較検討もなされでおり、供養の対象、
供養の場所、祖先の斑り手、供養の時期の点から、その違いが述べられている。日本の事
例の多くはR.J.スミスの著作に依拠しているものの、モン、ゴノレと日本の祖先に対する態度、
，儀式の違いを浮き彫りにし、モンゴノレの祖先崇拝の特徴をさらに明確にした点が高く評価
される。
今後の課題としてはチベット仏教と中国農耕文化がそンゴルの祖先崇拝に与えた影響に
っし)てより精搬な検討がなされなければならないであろうふまた、モンゴル系の民族の居
住する各地域においてフイ}ノレドワークを行ない、その実態を一層詳細に把握する必要が
ある。 ‘ 
本論文は、モンゴルの祖先崇拝の諸項目を取り上げその概要を体系的に検討しモンゴル
の祖先崇拝の特徴が遊牧文化に根差す死霊恐怖観念の要素にあることを実証した。この分
野の研究を新たな水準にまで高めたと言える。
以上の諸点から本論文が博士(言語文化学)の学位を授与するにふさわしいものである点
について審査委員全員の意見が一致した。
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